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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～シンラック液残無い為、窪田Drよりシンラック液1本処方。
　　　　　　　　　
・山田　テル様～今朝38.1℃の発熱あり。窪田Drへ報告し、インフルエンザテスト施行後ロキソプロフェンNa（60）3T　3×1日分処方となる。
・中里　てつ様～GHふくちに入所の為、2/28退院。時間については後日連絡が来る予定。退院処方・退院指示受けは未実施。

・下村　慶子様～臥床傾向強く、離床にも拒否見られる為、1日2回（午前・午後各1回ずつ）離床の時間を設けていく事としている。

＜隔離患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。声高に妄想発言聞かれており、要求頻回。説明にも待つこと出来ず、要求が通るまで大声で訴えを続けている。服薬の拒否は無く、対面時の粗暴性もない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・吉田　レイ子様～疎通良好で食事の促しにホールで各食2/3摂取出来ている。点滴も説明にて拒否無く実施出来ており、本日は身体拘束実施していない。
・小舘　晴様～昨日まではホールにて叫ぶことや介入への拒否見られていたが、今日は叫ぶことや妄想発言なし。食事もゆっくりだが摂取出来ており、疎通良好で対応穏やか。
・山田　テル様～今朝体温38.1℃　湿性咳嗽・右膝の熱感腫脹あり。窪田Dr報告し、インフルエンザテストの指示あり結果陰性。ロキソプロフェンNa（60）3T　3×1日分処方となっている。10：00体温37.2℃。「痛くなくなった」と話しており、不調の訴えなし。食事も各食1/2～2/3摂取出来ており、嘔気・嘔吐なし。
・小山　幸孝様～臥床傾向見られており、食事の促しにてホールへ出ている。食事は各食1/3摂取。血糖は142～185mg/dlで経過し不調の訴えなし。昨日は帰宅要求聞かれていたが、今日は訴えなし。

・服部　英喜様～トイレからズボン・パンツを下げたまま出てくる事や、ホールや部屋での便失禁と弄便行為あり。声掛けには「トイレがいっぱいだったから」と訴えており、介入後は不潔行動なし。
・木田　博暢様～バイタルサイン異常無し。食事はむせ込み無くほぼ全量摂取している。午後より運動時の時間を設けてスタッフ付き添いにて、ホール内を歩行している。
・西村　キン子様～バイタルサイン異常無し。スタッフを追視する事はあるが、発語はない。体交やオムツ交換時には右手でベッド柵を掴む動作は見られている。
・澤田　キエ様～食事は数口で嘔気訴え、摂取量も少ない。介入時の抵抗は強いが、体交や食事など介入時には息切れ見られている。
・三浦　幹様～臥床傾向見られており日課には声掛け要している。レストランでの動作も都度説明しているが、スタッフからの指示を待つ様子見られている。日中の生活リズムと自力で活動を行うよう支援していく。
・向井　敦子様～昼食の誘導時に声掛け行うが反応鈍く、時間が大分過ぎてから「食事を摂っていない」と訴え、レストランへ行こうとする為介入。妄想発言聞かれており、非現実的な世界に浸っている様子見られる為、現実的な介入を都度要している。
・松本　好子様～通りかかった人に謝罪する事や、部屋で土下座している事、部屋の中央でズボンを下げて陰部を気にする様子あり介入。LTのタオルを陰部に入れて汚染後に捨てる事や、他者のLTオムツを使用することあり介入。食事も強い拒否あり、強い介入要している。
